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1.目的

海上工事は「海」という環境を相手に安全に

工事を進め、要求された性能を満たす構造物を
構築する必要があり、通常の施工技術に加え、
気象海象の変化への対応や、海上・海中での
作業方法に特有の技術を必要とする。
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2.役割と試験

• この技術者の役割は、責任者として海上工事の施工を行う
ことや、指導者として技術を伝承することにある。海上工事
の現場で経験を積んだ優れた施工技術者を認定して育成し
ていくことが、今後の工事における安全確保や品質向上等
に繋がることになる。

• 試験は、１次試験（選択式）と２次試験（面接式）があり、１
次試験は共通分野と専門分野の問題について各25問を解

き、２次試験では、事前に経験論文を提出し、経歴書・経験
論文にもとづき、「施工経歴」「総合的施工技術能力」「技術
者倫理」を評価する。
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3.分類 ① 浚渫
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② コンクリート構造物
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③ 鋼構造物
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4.県別人数
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5.年齢構成
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6.継続学習
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7.考察

① 工種の変化
専門分野や工種の変化についても、柔軟に対応していく必要がある。

② 資格の評価
この資格が必要であるという意義を認識してもらう必要がある。

③ 技術の伝承
報告書のデータベース化等により、利用者の支援を後押しする全体システム構築

が必要となる。
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ご清聴ありがとうございました。


